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あそびの風景
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防災も楽しく





プレーパークは子どもの遊びを守る居場所

子どもの遊びはAKU（悪）だ！と言われる社会

遊具で滑り台を下から登ればアブナイ！ A

水を出して泥で遊べばキタナイ！ K

公園で大声を出して遊べばうるさい！ U

子どもが「安心」して遊ぶ場づくりを

「遊び」を取り巻く、様々な大人の管理から子どもの遊び守る。

子どもが「安心」して自ら遊ぶことができる環境づくりが必要。

安心 ≠ 安全



大切にしている気持ち

子どもが権利主体と認識する

子どもがその場に居てやってみたいと
思った事にチャレンジできるのか？

「子ども主体」を大切に出来る大人
プレーワーカーがいるか



冒険遊び場・プレーパークとは

子どもが主役・主体で

誰でも関わることの可能な

インクルーシブな遊び場



地域を知る大切さ、地域と仲良くなる楽しさ

遊びで繋がる大人たち

広がる活動、広がる想い

子どもを取りまく地域の関わりの変化こそ

居場所づくりにつながるのでは

一年の活動から 外遊びの居場所づくり



一年の活動から 外遊びの居場所づくり

こども主体の活動への理解

大人のやってみたいを実現するハードルの高さ
【場所・人・金の確保、仲間づくり、平日のみの窓口】

継続への支援体制

場づくりではなく、人づくり地域づくり

に主眼を置いた支援継続の必要性


